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　岡
山
県
本
部
は
7
月
3
日
、東
京
都
と
大
阪
府
、岡
山
県
の
主
要
市

場
3
カ
所
で
、岡
山
県
産
く
だ
も
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
実
施
し
ま
し
た
。

桃
、ブ
ド
ウ
の
本
格
出
荷
、夏
ギ
フ
ト
商
戦
の
ス
タ
ー
ト
に
合
わ
せ
、県

内
J
A
と
岡
山
県
の
共
催
で
毎
年
実
施
し
て
お
り
、各
団
体
の
ト
ッ
プ
が

P
R
し
ま
し
た
。

　東
京
市
場
に
は
伊
原
木
県
知
事

も
出
席
し
、「
岡
山
は
果
実
を
作
り

や
す
い
天
候
で
、高
品
質
な
果
実
を

作
ろ
う
と
い
う
生
産
者
が
多
い
。

岡
山
の
く
だ
も
の
を
更
に
広
め
た

い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　各
市
場
で
は
ブ
ド
ウ
と
白
桃
を

配
布
。
ブ
ド
ウ
は「
マ
ス
カ
ッ
ト
・

オ
ブ・ア
レ
キ
サ
ン
ド
リ
ア
」（
以
下
、

ア
レ
キ
）と「
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト

（
晴
王
）」「
ピ
オ
ー
ネ
」の
粒
セ
ッ
ト
、

白
桃
は
1
人
1
玉
を
準
備
し
、大

阪
市
場
で
は
約
2
0
0
人
、東
京

市
場
、岡
山
市
場
で
は
そ
れ
ぞ
れ

約
1
0
0
人
の
市
場
実
需
者
に
配

布
し
ま
し
た
。

　今
年
は
、「
ア
レ
キ
」が
岡
山
県

で
栽
培
さ
れ
て
か
ら
1
4
0
周
年

と
い
う
節
目
の
年
で
す
。
栽
培
に

は
高
い
技
術
を
要
す
る
こ
と
か
ら

生
産
量
は
限
ら
れ
て

い
ま
す
が
、岡
山
県

本
部
で
は
1
4
0
周

年
を
記
念
し
た
ロ
ゴ

や
販
促
資
材
を
作
成

し
、更
な
る
P
R
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　岡
山
県
本
部
は
、

「
ア
レ
キ
」だ
け
で
な

く
、「
く
だ
も
の
王
国
」

が
誇
る
桃
・
ブ
ド
ウ

な
ど
、県
産
農
畜
産

物
の
積
極
的
な
P
R

に
取
り
組
み
ま
す
。

岡山県本部 岡山県産くだものトップセールスを実施
「アレキ」140周年、東京・大阪・岡山の市場でPR

　全
農
は
7
月
24
〜
26
日
、新
潟
県
新
潟
市
の
M
G
C
三
菱
ガ
ス
化
学

ア
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
た「
第
5
回 

全
農 

全
日
本
中
学
生
カ
ー

リ
ン
グ
選
手
権
大
会
」に
特
別
協
賛
し
ま
し
た
。

　5
回
目
の
開
催
と
な
っ
た
大
会

に
は
、全
国
各
地
か
ら
計
8
チ
ー

ム
34
人
の
中
学
生
選
手
が
出
場
。

中
学
生
カ
ー
リ
ン
グ
日
本
一
を
目

指
し
、全
16
試
合
の
熱
戦
を
繰
り

広
げ
ま
し
た
。
初
出
場
の「
帯
広

ジ
ュ
ニ
ア
」が
初
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。

　大
会
前
日
の
講
習
会
に
登
壇
し

た
、藤
井
海
斗
選
手（
S
C
軽
井

沢
ク
ラ
ブ
J
r
．＝
世
界
ジ
ュ
ニ

ア
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
カ
ー
リ
ン
グ

選
手
権
大
会
2
0
2
6
金
メ
ダ
リ

ス
ト
）が
、自
身
の
体
験
に
基
づ
い

た
日
常
や
大
会
期
間
中
の
食
事
内

容
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
に
つ
い
て

紹
介
。
そ
の
後
、管
理
栄
養
士
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
栄
養
教
室
を
実
施

し
ま
し
た
。

　表
彰
式
で
は
、新
潟
県
本
部
の

高
野
洋
本
部
長
が
1
〜
3
位
の
チ

ー
ム
に
、新
潟
県
産
米「
新
之
助
」

と「
に
い
が
た
和
牛
」を
副

賞
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

　全
農
は
会
場
に「
も
ぐ
も

ぐ
ブ
ー
ス
」を
設
置
。
出
場

選
手
に
試
合
前
後
で
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
補
給
用
の
食
材

を
提
供
し
、
選
手
と
大
会

を「
ニ
ッ
ポ
ン
の
食
」で
応
援

し
ま
し
た
。

　決
勝
大
会
の
様
子
は
、長

野
五
輪
に
出
場
し
た
大
澤
明

美
J
C
A
理
事
の
解
説
と

と
も
に「
日
刊
ス
ポ
ー
ツ
」

You
Tu
be
ア
カ
ウ
ン
ト

で
配
信
予
定
で
す
。

広報・調査部 全日本中学生カーリング選手権大会に協賛
「もぐもぐブース」を設置し「ニッポンの食」で応援

市場実需者への試食の配布（岡山市場）

東京市場であいさつする伊原木県知事

「アレキ」
140周年のロゴ

大会終了後に選手と関係者で記念撮影

優勝した「帯広ジュニア」 もぐもぐブースの様子

も
み

●生産者の出荷契約内容をその場で
確認可能。

●契約残数を即時に把握でき、生産
者への的確な出荷指導が実現。

●当日の検査数量を自動計算し即時
確認できるため、在庫管理が大幅
に効率化。

●検査結果を組合員にメール送信、
品質向上に貢献。

荷受量構造の変化を踏まえた施設再設計
将来の荷受量を見通して中長期計画を策定1

老朽化施設への投資集中
施設の選択と機能集約で投資対象を明確化2

JA財務制約下での補助事業活用
10年計画を3年へ前倒しし更新を加速3

地域農業を支える機能の維持
将来にわたり継続利用できる共同施設運営へ4

地域農業を未来につなぐ共同乾燥調製施設運営へ

今こそ行動を：地域農業を未来につなぐJAの役割

 施設再編まとめ図WEBシステム導入による
派生的効果

施設再編イメージ図（機能集約）

浅井CE

びわCE
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びわCE

湖北西部RC

永原CE

高
月
C
E
中
継
基
地

高月CEの乾燥調製機能は廃止し、周辺施設
へ集約。利便性を残しながら効率化。

再編の考え方

農家から荷受した生籾をフレコンバッグのま
ま一時保管し、CE・RCへ移送する物流拠点。

中継基地の役割

施設を減らすのではなく、機能を再配置する

再編前 再編後従来 vs 導入後の業務フロー比較

導入による派生的効果

　　第
一
部
は
び
わ
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ

ベ
ー
タ
ー（
C
E
）で
、
J
A
北
び

わ
こ
が
進
め
る
共
同
乾
燥
調
製
施

設
の
再
編
を
視
察
し
ま
し
た
。
同

J
A
で
は
、
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

に
伴
う
荷
受
量
の
減
少
や
施
設
の

老
朽
化
、
財
務
制
約
な
ど
の
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、「
施
設
削
減
」

で
は
な
く「
機
能
再
配
置
」を
基
本

に
再
編
を
進
め
て
い
ま
す
。

　乾
燥
調
製
機
能
を
周
辺
施
設
へ

集
約
し
、
高
月
C
E
は
乾
燥
機
能

を
廃
止
し
た
う
え
で
、
生
籾
の
一
時

保
管
・
輸
送
を
担
う
中
継
基
地
と

し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に

よ
り
、
農
家
の
持
ち
込
み
利
便
性

を
維
持
し
な
が
ら
、
既
存
施
設
の

稼
働
率
向
上
と
持
続
可
能
な
施
設

運
営
に
つ
な
げ
て
い
ま
す
。

　第
二
部
は
同
J
A
の
W
E
B
出

荷
契
約
・
検
査
シ
ス
テ
ム
の
導
入

事
例
を
中
心
に
説
明
し
ま
し
た
。

　従
来
は
、
検
査
現
場
で
の
手
書

き
台
帳
作
成
に
加
え
、
支
店
・
本
店

で
の
入
力
、
照
合
、
F
A
X
報
告
な

ど
複
数
工
程
が
あ
り
、
現
場
・
事
務

双
方
に
大
き
な
負
担
が
生
じ
て
い

ま
し
た
。
導
入
後
は
、
検
査
現
場

で
タ
ブ
レ
ッ
ト
入
力
に
よ
り
デ
ー
タ

を
確
定
し
、
県
シ
ス
テ
ム
と
の
連
携

に
よ
っ
て
台
帳
作
成
や
転
記
作
業

を
不
要
と
し
ま
し
た
。
入
庫
処
理

ま
で
の
一
連
の
業
務
を
自
動
化
し
、

出
荷
契
約
内
容
や
検
査
結
果
を
現

場
で
即
時
に
確
認
で
き
る
環
境
を

整
え
ま
し
た
。

　そ
の
結
果
、
生
産
者
へ
の
迅
速

な
対
応
や
在
庫
管
理
の
効
率
化
、

県
へ
の
集
計
報
告
作
業
の
削
減
な

ど
、
業
務
全
体
の
効
率
化
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。
質
疑
応
答
で
は
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
に
不
慣
れ
な
生

産
者
に
J
A
職
員
が
代
理
入
力
を

行
う
運
用
も
紹
介
さ
れ
、
円
滑
な

導
入
を
進
め
る
実
践
的
な
手
法
と

し
て
共
有
し
ま
し
た
。
参
加
者
か

ら
は
、
施
設
再
編
と
D
X
を
一
体
的

に
推
進
す
る
事
例
と
し
て
高
い
関

心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　全
農
は
、
今
回
共
有
さ
れ
た
成

果
や
知
見
を
踏
ま
え
、
J
A
の
業

務
効
率
化
と
負
担
軽
減
に
資
す
る

シ
ス
テ
ム
開
発
・
展
開
を
進
め
、

J
A
グ
ル
ー
プ
全
体
の
D
X
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
効
率
化

機
能
再
配
置
で
稼
働
率
向
上

施
設
再
編
と
D
X
化
で

米
穀
事
業
を
業
務
改
革

全
国
J
A
関
係
者
が
J
A
北
び
わ
こ
研
修
会
で
成
果
共
有

JAの業務効率化に向けDXと施設再編について
意見を交わした研修会

WEB出荷契約・
検査システムについて説明

　全
農
は
6
月
25
日
、
滋
賀
県
の
J
A
北
び
わ
こ
で
W
E
B
出
荷
契

約
・
検
査
シ
ス
テ
ム
と
施
設
再
編
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
、
北

海
道
、
宮
城
、
茨
城
、
三
重
、
滋
賀
な
ど
か
ら
17
団
体
53
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

【
米
穀
部
】
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も
み

●生産者の出荷契約内容をその場で
確認可能。

●契約残数を即時に把握でき、生産
者への的確な出荷指導が実現。

●当日の検査数量を自動計算し即時
確認できるため、在庫管理が大幅
に効率化。

●検査結果を組合員にメール送信、
品質向上に貢献。

荷受量構造の変化を踏まえた施設再設計
将来の荷受量を見通して中長期計画を策定1

老朽化施設への投資集中
施設の選択と機能集約で投資対象を明確化2

JA財務制約下での補助事業活用
10年計画を3年へ前倒しし更新を加速3

地域農業を支える機能の維持
将来にわたり継続利用できる共同施設運営へ4

地域農業を未来につなぐ共同乾燥調製施設運営へ

今こそ行動を：地域農業を未来につなぐJAの役割

 施設再編まとめ図WEBシステム導入による
派生的効果
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C
E
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J
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J
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の
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財
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施
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削
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。

　全
農
は
、
今
回
共
有
さ
れ
た
成

果
や
知
見
を
踏
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全
国
J
A
関
係
者
が
J
A
北
び
わ
こ
研
修
会
で
成
果
共
有

JAの業務効率化に向けDXと施設再編について
意見を交わした研修会

WEB出荷契約・
検査システムについて説明

　全
農
は
6
月
25
日
、
滋
賀
県
の
J
A
北
び
わ
こ
で
W
E
B
出
荷
契

約
・
検
査
シ
ス
テ
ム
と
施
設
再
編
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催
し
、
北

海
道
、
宮
城
、
茨
城
、
三
重
、
滋
賀
な
ど
か
ら
17
団
体
53
人
が
参
加
し

ま
し
た
。 

【
米
穀
部
】
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岐
阜
県
の
中
央
に
位
置
し
、
5

市
8
町
村
か
ら
な
る
J
A
め
ぐ
み

の
は
、
県
土
の
23
％
を
占
め
て
お
り
、

そ
の
広
さ
を
生
か
し
た
多
種
多
様
な

農
作
物
栽
培
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
、
郡
上
市
と
加
茂
郡
白

川
町
、
東
白
川
村
で
は
、
山
間
部
特

有
の
気
候
で
あ
る
昼
夜
の
寒
暖
差

を
生
か
し
た
夏
秋
ト
マ
ト
栽
培
が
盛

ん
で
す
。
農
家
の
高
齢
化
な
ど
に

伴
う
後
継
者
不
足
が
懸
念
さ
れ
る

中
、
同
J
A
で
は
関
係
機
関
と
連

携
し
た
新
規
就
農
者
の
育
成
に
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
管
内
北
部
に
位
置
す
る
郡
上
地

域
で
は
、同
J
A
が
郡
上
市
や
農
林

事
務
所
、
郡
上
夏
秋
ト
マ
ト
部
会

と
連
携
し
て
、
2
0
1
6
年
に「
郡

上
ト
マ
ト
の
学
校
」を
設
立
し
ま
し

た
。
修
了
後
に
同
市
で
就
農
す
る

こ
と
を
条
件
に
研
修
生
を
募
集
し
、

2
年
間
の
夏
秋
ト
マ
ト
の
栽
培
研

修
を
行
っ
て
い
ま
す
。
圃
場
で
の
実

践
は
も
ち
ろ
ん
、
イ
ベ
ン
ト
で
の
対

面
販
売
や
部
会
会
議
へ
の
参
加
な

ど
、
関
係
機
関
と
協
力
し
て
実
践

的
な
農
業
経
営
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
築
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

12
人
が
同
市
で
就
農
し
ま
し
た
。

　
管
内
東
部
に
位
置
す
る
美
濃
白

川
地
域
で
は
、
行
政
や
商
工
会
、

N
P
O
法
人
な
ど
と
連
携
し
発
足

し
た「
美
濃
白
川
就
農
応
援
会
議
」

の
も
と
、
新
規
就
農
者
の
育
成
と

定
住
人
口
の
確
保
に
向
け
た
取
り

組
み
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　
岐
阜
県
の「
あ
す
な
ろ
農
業
塾
」

制
度
を
活
用
し
た
新
規
就
農
者
育

成
事
業
と
し
て
、「
塾
長
」に
任
命

し
た
ベ
テ
ラ
ン
農
家
の
元
で
、
1
年

程
度
の
O
J
T
形
式
の
夏
秋
ト
マ

ト
栽
培
研
修
を
実
施
。
栽
培
技
術

の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
新
規
就
農
者

が
地
域
に
溶
け
込
め
る
体
制
を
築

き
、
こ
れ
ま
で
に
8
人
の
塾
長
の
元

で
計
10
人
が
卒
業
し
、同
地
域
の
ト

マ
ト
農
家
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
一
体
感
を

生
か
し
た
就
農
支
援
で
、
持
続
可

能
な
産
地
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

ま
す
。

学
校
や
O
J
T
形
式
で
学
ぶ

生
産
者
、
関
係
機
関
と
連
携

JA zoom in

夏
秋
ト
マ
ト
を
次
世
代
へ

新
規
就
農
者
の
育
成
に
力

J
A
め
ぐ
み
の

岐
阜
県

ズ
ー
ム
イ
ン

塾長（右）の元でのOJT形式研修

概要 2026年3月31日 現在

ダイコン、トマト、イチゴ、
ナス、サトイモ、飛騨牛

正組合員数
准組合員数
職員数
販売品取扱高
購買品取扱高
貯金残高
長期共済保有高

主な農畜産物

2万6743人
3万4559人
1084人

70億8千万円
69億7千万円

6274億9千万円
1兆51億8千万円

郡上トマトの学校で収穫作業する研修生ら

出荷作業を行う郡上トマトの学校の研修生

ほ
じ
ょ
う

　水
稲
の
施
肥
方
法
の一
つ
に
、
田
植
え
時
期

に
施
す
基
肥
と
、
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
施

す
追
肥
を
組
み
合
わ
せ
る「
分
施
体
系
」
が

あ
り
ま
す
。
分
施
体
系
で
は
、
水
稲
が
肥
料

を
必
要
と
す
る
時
期
に
施
肥
す
る
た
め
肥
料

の
効
果
が
高
め
ら
れ
る
一方
、
夏
の
暑
い
時
期

に
肥
料
を
散
布
す
る
作
業
が
発
生
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
現
在
は
基
肥
分
と
追
肥
分
の
肥

料
を
田
植
え
前
ま
た
は
田
植
え
と
同
時
に
施

す「
一
発
施
肥
体
系
」が
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　追
肥
作
業
に
使
用
す
る
農
業
機
械
に
は
、

背
負
動
力
散
布
機
、
無
人
航
空
機
、
乗
用
管

理
機
等
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
背
負
動
力

散
布
機
で
は
肥
料
の
補
充
に
、
無
人
航
空
機

で
は
肥
料
の
補
充
や
バ
ッ
テ
リ
ー
の
交
換
に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
農

業
機
械
を
用
い
た
散
布
方
式
で
は
、
田
植
え

同
時
の
よ
う
な
高
精
度
散
布
は
で
き
ま
せ

ん
。
高
温
化
が
進
む
中
、
分
施
体
系
で
は
、

生
産
者
の
作
業
負
担
を
軽
減
し
つ
つ
肥
料
を

効
率
良
く
か
つ
高
精
度
に
散
布
で
き
る
農
業

機
械
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
全
農
は
、
井
関
農
機
株
式
会
社
と

共
同
で
乗
用
田
植
機（
以
下
、
田
植
機
）
を

活
用
し
た
新
し
い
追
肥
技
術
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
田
植
機
に
備
わ
る
側
条
施
肥
機
は
、

走
行
速
度
に
合
わ
せ
て
肥
料
の
繰
出
量
を
自

動
で
調
節
で
き
る
た
め
、
高
精
度
な
散
布
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
機
体
試
作
で
は
、
泥
の
巻

き
上
げ
を
抑
え
る
た
め
田
植
機
の
タ
イ
ヤ
を

乗
用
管
理
機
用
の
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
肥
料
詰
ま
り
を
防
止
す
る
た
め

施
肥
ホ
ー
ス
を
短
く
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

苗
の
せ
台
を
上
げ
た
状
態
で
、
植
付
け
爪
を

停
止
す
る
こ
と
で
、
幼
穂
形
成
期
の
水
稲

圃
場
で
も
稲
体
へ
の
影
響
を
軽
減
し
て
追
肥

で
き
る
よ
う
に
田
植
機
を
設
定
し
ま
し
た
。

　圃
場
試
験
の
結
果
で
は
、
田
植
機
が
直

進
し
た
場
所
で
水
稲
を
踏
み
倒
す
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム「
x
a
r
v
i
o
® 

F
I
E
L
D 
M
A
N
A
G
E
R
」
を
用
い

て
圃
場
の
生
育
ム
ラ
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

可
変
施
肥
マ
ッ
プ
と
田
植
機
を
連
動
さ
せ
、

田
植
機
が
生
育
ム
ラ
に
応
じ
て
散
布
量
を
変

え
な
が
ら
追
肥
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

圃
場
の
生
育
ム
ラ
を
改
善
す
る
効
果
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　一方
、
今
回
使
用
し
た
8
条
植
え
田
植
機

の
散
布
幅
は
2.
4
㍍
で
あ
っ
た
た
め
作
業
行

程
数
と
旋
回
回
数
が
田
植
え
作
業
と
同
等

と
な
り
、
高
温
下
で
の
作
業
時
間
に
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
井
関
農
機
株
式
会
社

と
全
農
は
散
布
幅
の
拡
大
や
作
業
経
路
を
調

整
す
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的

に
追
肥
す
る
た
め
の
改
善
に

取
り
組
む
な
ど
引
き
続
き

技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
本
内
容
は「
グ
リ
ー
ン

レ
ポ
ー
ト
2
0
2
6
年
7
月

号
」に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乗
用
田
植
機
で

水
稲
の
追
肥
を

高
温
期
の
作
業
負
担
軽
減
へ

　夏
の
暑
い
時
期
に
行
う
水
稲
の
追
肥
は
、
生
産

者
に
と
っ
て
負
担
の
大
き
い
作
業
で
す
。
全
農
は

井
関
農
機
株
式
会
社
と
共
同
で
、
少
な
い
作
業

負
担
で
効
率
良
く
か
つ
高
精
度
に
肥
料
を
散
布
す

る
新
た
な
追
肥
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

耕
種
総
合
対
策
部

グリーンレポートは
こちらから
ご覧いただけます

圃場試験で使用した乗用田植機
（井関農機㈱PRJ8シリーズD型FS仕様）

圃場試験における測定の様子（測定調査のため複数名乗車してい
ますが、農作業安全に十分配慮して実施しています）

旋回の様子（測定調査のため複数名乗車しています
が、農作業安全に十分配慮して実施しています）

省
力
化

ほ
じ
ょ
う
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の
は
、
県
土
の
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を
占
め
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お
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、

そ
の
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を
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し
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多
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な

農
作
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培
が
行
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て
い
ま
す
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中
で
も
、
郡
上
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と
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郡
白

川
町
、
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間
部
特

有
の
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す
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家
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化
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ど
に
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後
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者
不
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が
懸
念
さ
れ
る

中
、
同
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で
は
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係
機
関
と
連
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し
た
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就
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者
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に
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を
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て
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ま
す
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管
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に
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す
る
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上
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は
、同
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が
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や
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事
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所
、
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夏
秋
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マ
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会

と
連
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て
、
2
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1
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に「
郡
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マ
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の
学
校
」を
設
立
し
ま
し

た
。
修
了
後
に
同
市
で
就
農
す
る

こ
と
を
条
件
に
研
修
生
を
募
集
し
、

2
年
間
の
夏
秋
ト
マ
ト
の
栽
培
研

修
を
行
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て
い
ま
す
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圃
場
で
の
実

践
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も
ち
ろ
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、
イ
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の
対

面
販
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や
部
会
会
議
へ
の
参
加
な
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、
関
係
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と
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し
て
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的
な
農
業
経
営
を
学
ぶ
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
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し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に

12
人
が
同
市
で
就
農
し
ま
し
た
。

　
管
内
東
部
に
位
置
す
る
美
濃
白

川
地
域
で
は
、
行
政
や
商
工
会
、

N
P
O
法
人
な
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連
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し
発
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し
た「
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白
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就
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援
会
議
」
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も
と
、
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と
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業
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就
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育
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事
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と
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、「
塾
長
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任
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し
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ベ
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の
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で
、
1
年
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の
O
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形
式
の
夏
秋
ト
マ

ト
栽
培
研
修
を
実
施
。
栽
培
技
術

の
習
得
の
み
な
ら
ず
、
新
規
就
農
者

が
地
域
に
溶
け
込
め
る
体
制
を
築

き
、
こ
れ
ま
で
に
8
人
の
塾
長
の
元

で
計
10
人
が
卒
業
し
、同
地
域
の
ト

マ
ト
農
家
と
し
て
就
農
し
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
地
域
の
一
体
感
を

生
か
し
た
就
農
支
援
で
、
持
続
可

能
な
産
地
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い

ま
す
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で
学
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生
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は
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期

に
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こ
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、
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在
は
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と
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を
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ま
た
は
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え
と
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時
に
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す「
一
発
施
肥
体
系
」が
広
く
利
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　追
肥
作
業
に
使
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農
業
機
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に
は
、
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動
力
散
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、
無
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航
空
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、
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用
管

理
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等
が
あ
り
ま
す
。
し
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し
、
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負
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力
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で
は
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に
、
無
人
航
空
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で
は
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や
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テ
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ー
の
交
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に

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
農

業
機
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を
用
い
た
散
布
方
式
で
は
、
田
植
え

同
時
の
よ
う
な
高
精
度
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は
で
き
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せ

ん
。
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化
が
進
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中
、
分
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で
は
、

生
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の
作
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負
担
を
軽
減
し
つ
つ
肥
料
を

効
率
良
く
か
つ
高
精
度
に
散
布
で
き
る
農
業

機
械
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
全
農
は
、
井
関
農
機
株
式
会
社
と

共
同
で
乗
用
田
植
機（
以
下
、
田
植
機
）
を

活
用
し
た
新
し
い
追
肥
技
術
を
開
発
し
て
い

ま
す
。
田
植
機
に
備
わ
る
側
条
施
肥
機
は
、

走
行
速
度
に
合
わ
せ
て
肥
料
の
繰
出
量
を
自

動
で
調
節
で
き
る
た
め
、
高
精
度
な
散
布
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
機
体
試
作
で
は
、
泥
の
巻

き
上
げ
を
抑
え
る
た
め
田
植
機
の
タ
イ
ヤ
を

乗
用
管
理
機
用
の
タ
イ
ヤ
に
交
換
し
ま
し

た
。
ま
た
、
肥
料
詰
ま
り
を
防
止
す
る
た
め

施
肥
ホ
ー
ス
を
短
く
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

苗
の
せ
台
を
上
げ
た
状
態
で
、
植
付
け
爪
を

停
止
す
る
こ
と
で
、
幼
穂
形
成
期
の
水
稲

圃
場
で
も
稲
体
へ
の
影
響
を
軽
減
し
て
追
肥

で
き
る
よ
う
に
田
植
機
を
設
定
し
ま
し
た
。

　圃
場
試
験
の
結
果
で
は
、
田
植
機
が
直

進
し
た
場
所
で
水
稲
を
踏
み
倒
す
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

栽
培
管
理
シ
ス
テ
ム「
x
a
r
v
i
o
® 

F
I
E
L
D 

M
A
N
A
G
E
R
」
を
用
い

て
圃
場
の
生
育
ム
ラ
に
基
づ
い
て
作
成
し
た

可
変
施
肥
マ
ッ
プ
と
田
植
機
を
連
動
さ
せ
、

田
植
機
が
生
育
ム
ラ
に
応
じ
て
散
布
量
を
変

え
な
が
ら
追
肥
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

圃
場
の
生
育
ム
ラ
を
改
善
す
る
効
果
も
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

　一方
、
今
回
使
用
し
た
8
条
植
え
田
植
機

の
散
布
幅
は
2.
4
㍍
で
あ
っ
た
た
め
作
業
行

程
数
と
旋
回
回
数
が
田
植
え
作
業
と
同
等

と
な
り
、
高
温
下
で
の
作
業
時
間
に
課
題
が

あ
り
ま
し
た
。
今
後
、
井
関
農
機
株
式
会
社

と
全
農
は
散
布
幅
の
拡
大
や
作
業
経
路
を
調

整
す
る
な
ど
、
よ
り
効
率
的

に
追
肥
す
る
た
め
の
改
善
に

取
り
組
む
な
ど
引
き
続
き

技
術
開
発
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
本
内
容
は「
グ
リ
ー
ン

レ
ポ
ー
ト
2
0
2
6
年
7
月

号
」に
も
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

乗
用
田
植
機
で

水
稲
の
追
肥
を

高
温
期
の
作
業
負
担
軽
減
へ

　夏
の
暑
い
時
期
に
行
う
水
稲
の
追
肥
は
、
生
産

者
に
と
っ
て
負
担
の
大
き
い
作
業
で
す
。
全
農
は

井
関
農
機
株
式
会
社
と
共
同
で
、
少
な
い
作
業

負
担
で
効
率
良
く
か
つ
高
精
度
に
肥
料
を
散
布
す

る
新
た
な
追
肥
技
術
の
開
発
を
進
め
て
い
ま
す
。

耕
種
総
合
対
策
部

グリーンレポートは
こちらから
ご覧いただけます

圃場試験で使用した乗用田植機
（井関農機㈱PRJ8シリーズD型FS仕様）

圃場試験における測定の様子（測定調査のため複数名乗車してい
ますが、農作業安全に十分配慮して実施しています）

旋回の様子（測定調査のため複数名乗車しています
が、農作業安全に十分配慮して実施しています）

省
力
化

ほ
じ
ょ
う
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田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
取
材
報
告

　
全
農
が
主
催
す
る「
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
〜
親
子
で
楽
し

む
生
き
も
の
と
の
出
会
い
」
と
題

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
7
月
4
日
、
神

奈
川
県
伊
勢
原
市
で
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
県
内
外

の
親
子
16
組
、
44
人
。
開
会
式

で
は
、
全
農
広
報
S
R
課
の
青

木
秀
樹
課
長（
当
時
）
が
、「
全

農
で
は
2
0
2
5
年
度
ま
で
に

約
9
0
0
回
、
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
を
実
施
し
、
4
万

2
0
0
0
人
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
田
ん
ぼ

で
は
、
生
き
も
の
と
と
も
に
育
つ

稲
や
、
農
家
さ
ん
に
つ
い
て
も
是

非
知
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
市
内
の

米
農
家
、
内
藤
正
行
さ
ん
の
田

ん
ぼ
で
す
。
神
奈
川
県
の
ブ
ラ
ン

ド
米「
は
る
み
」を
中
心
に
4
㌶

で
稲
作
を
営
む
内
藤
さ
ん
は
、
十

数
年
前
か
ら
全
農
の
活
動
に
協

力
し
、
夏
と
秋
の
2
回
、
イ
ベ
ン

ト
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
１6
組
の
親
子
が
畔
に一列
に
並

び
ま
し
た
。
初
め
て
田
ん
ぼ
に

入
る
子
も
多
く
、
最
初
は
恐
る

恐
る
で
す
が
、
足
を
踏
み
入
れ
た

途
端
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　
３０
分
ほ
ど
の
採
集
で
集
ま
っ

た
の
は
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
ユ
ス
リ

カ
、
チ
ビ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ニ
ホ
ン
ア

マ
ガ
エ
ル
、
ア
メ
ン
ボ
、
ハ
シ
リ
グ

モ
の
ほ
か
、
空
に
舞
う
ア
カ
ト
ン

ボ
、
ヒ
バ
リ
、
シ
ラ
サ
ギ
な
ど
２6

種
類
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書

き
出
し
て
解
説
を
し
た
の
は
、
講

師
の
高
知
県
梼
原
町
で
循
環
型

農
業
を
営
み
、
農
と
生
き
も
の

研
究
所
を
主
宰
す
る
谷
川
徹
さ

ん
と
、
生
き
も
の
調
査
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
原
覚
俊
さ
ん
で
す
。

子
ど
も
ら
に
と
っ
て
大
切
な
の

は
、
希
少
生
物
の
多
寡
や
、
名

前
の
同
定
よ
り
も
、
田
ん
ぼ
の

生
態
系
を
五
感
で
感
じ
、
小
さ

な
命
の
躍
動
を
手
に
取
っ
て
体

感
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
経
験
は
忘
れ
ら
れ
な

い
記
憶
と
な
り
、
農
業
へ
の
理
解

や
、
食
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
み
ま

す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
抜
粋
し
ま

す
。

い
男
の
子
が「
ガ
ム
シ
の
仲
間

〜
！
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
に
ぎ
わ
う
田
ん
ぼ
を
見
て
農

家
の
内
藤
さ
ん
は
、「
田
ん
ぼ
っ

て
憩
い
の
場
な
ん
だ
よ
ね
。
農

家
も
昔
は
た
く
さ
ん
い
て
ね
、３

時
だ
か
ら
お
茶
飲
も
う
よ
っ
て

声
を
か
け
あ
っ
て
た
ん
だ
よ
」
と

話
し
ま
す
。
生
き
も
の
の
た
め

に
も
で
き
る
だ
け
自
然
な
も
の

を
使
い
た
い
と
、
近
隣
の
畜
産
農

家
の
堆
肥
で
土
づ
く
り
を
し
て

　
筆
者
も
ズ
ボ
ン
を
ま
く
り
上

げ
て
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
夏
の
田
ん

ぼ
の
ぬ
か
る
み
は
普
段
の
生
活
で

は
味
わ
え
な
い
さ
わ
や
か
な
心

地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
水
面
を

見
る
と
、
す
ば
や
く
動
く
2
、

3
㍉
の
小
さ
な
黒
い
虫
が
泳
い

で
い
ま
す
。「
い
た
い
た
！ 

速
い

速
い
」
と
声
を
上
げ
る
と
、
詳
し

　「
生
き
も
の
が
い
ろ
い
ろ
い
て

楽
し
か
っ
た
」「
は
じ
め
て
田
ん
ぼ

に
は
い
っ
て
き
も
ち
よ
か
っ
た
」

「
大
き
い
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
卵

を
見
つ
け
た
」「
土
が
ぬ
め
っ
て
い

て
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
ス
ン
ゴ
イ

た
の
し
か
っ
た
」。
読
ん
で
い
る

だ
け
で
、
こ
ち
ら
ま
で
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
農
家
の
方
の
思

い
を
直
接
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
田

ん
ぼ
に
目
を
向
け
た
こ
と
で
、
子

ど
も
は
他
の
食
べ
物
が
ど
う
作

ら
れ
て
い
る
か
、
興
味
を
持
っ
た

よ
う
で
す
」「
日
本
の
農
業
の
た

め
に
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
貴

重
」「
生
き
も
の
が
米
を
つ
く
る

と
い
う
考
え
に
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
物
を

食
べ
る
時
に
思
い
出
し
て
く
れ
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
」

　
生
き
も
の
や
人
で
に
ぎ
わ
う

田
ん
ぼ
は
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
界
全
員
の
喜
び
で
も
あ
り

ま
す
。
今
日
の
経
験
を
し
た
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
１０
年

後
に
は
、
田
ん
ぼ
は
み
ん
な
が
集

ま
る
憩
い
の
場
だ
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
。
次
回
は
１０
月
に
開
催
す
る

予
定
だ
そ
う
で
す
。

26
種
類
の
生
き
も
の
発
見

食
の
リ
テ
ラ
シ
ー
育
む

生
き
も
の
が
米
を
つ
く
る

食
べ
る
時
に
思
い
出
し
て

　生
産
者
と
消
費
者
、子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
に
入
り
、生
き
も
の
を
調
べ
る「
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」。「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
や
、農
業
の
多
面
的
機
能
、生
物
多
様
性
、環
境
保

全
に
果
た
す
役
割
を
知
っ
て
も
ら
い
、水
田
の
生
態
系
か
ら
稲
の
成
長
や
農
家
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、全
農
が
2
0
0
8
年
か
ら
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
7
月
に
開
催
さ
れ
た
様
子
を
農
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
報
告
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
広
報
・
調
査
部
】

生産者の内藤さんと小谷さん

田んぼの生きもの調査を楽しむ親子

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

み
ん
な
で
に
ぎ
わ
う
憩
い
の
場

小谷あゆみさん

　石川テレビ放送のアナウンサーを経て現在
はフリー。野菜を作るアナウンサー「ベジアナ」
として家庭菜園歴は25年。農ジャーナリストと
して、都市農村交流や、生産と消費のフェア
な関係をテーマに全国で取材、講演、シンポジ
ウムでの司会やコーディネーターなどを行う。日
本農業新聞ほかでコラム連載中。農林水産
省・世界農業遺産等専門家会議委員のほか、
91農業アンバサダーを務める。

農ジャーナリスト･
フリーアナウンサー

やりだすと大人の方が真剣に！？

あ
ぜ

捕まえた生きものを確認する参加者と小谷さん

熱心に生きものを探す参加者ら

田んぼの生きもの調査について説明する講師の谷川さん
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田
ん
ぼ
の
生
き
も
の
調
査

小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
取
材
報
告

　
全
農
が
主
催
す
る「
田
ん
ぼ
の

生
き
も
の
調
査
〜
親
子
で
楽
し

む
生
き
も
の
と
の
出
会
い
」
と
題

し
た
イ
ベ
ン
ト
が
7
月
4
日
、
神

奈
川
県
伊
勢
原
市
で
あ
り
ま
し

た
。
参
加
し
た
の
は
、
県
内
外

の
親
子
16
組
、
44
人
。
開
会
式

で
は
、
全
農
広
報
S
R
課
の
青

木
秀
樹
課
長（
当
時
）
が
、「
全

農
で
は
2
0
2
5
年
度
ま
で
に

約
9
0
0
回
、
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
調
査
を
実
施
し
、
4
万

2
0
0
0
人
に
参
加
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
今
日
の
田
ん
ぼ

で
は
、
生
き
も
の
と
と
も
に
育
つ

稲
や
、
農
家
さ
ん
に
つ
い
て
も
是

非
知
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
会
場
と
な
っ
た
の
は
、
市
内
の

米
農
家
、
内
藤
正
行
さ
ん
の
田

ん
ぼ
で
す
。
神
奈
川
県
の
ブ
ラ
ン

ド
米「
は
る
み
」を
中
心
に
4
㌶

で
稲
作
を
営
む
内
藤
さ
ん
は
、
十

数
年
前
か
ら
全
農
の
活
動
に
協

力
し
、
夏
と
秋
の
2
回
、
イ
ベ
ン

ト
の
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。

　
１6
組
の
親
子
が
畔
に一列
に
並

び
ま
し
た
。
初
め
て
田
ん
ぼ
に

入
る
子
も
多
く
、
最
初
は
恐
る

恐
る
で
す
が
、
足
を
踏
み
入
れ
た

途
端
、
あ
ち
こ
ち
か
ら
歓
声
が

上
が
り
ま
す
。

い
ま
す
。

　
３０
分
ほ
ど
の
採
集
で
集
ま
っ

た
の
は
、
イ
ト
ミ
ミ
ズ
、
ユ
ス
リ

カ
、
チ
ビ
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
、
ニ
ホ
ン
ア

マ
ガ
エ
ル
、
ア
メ
ン
ボ
、
ハ
シ
リ
グ

モ
の
ほ
か
、
空
に
舞
う
ア
カ
ト
ン

ボ
、
ヒ
バ
リ
、
シ
ラ
サ
ギ
な
ど
２6

種
類
。
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
書

き
出
し
て
解
説
を
し
た
の
は
、
講

師
の
高
知
県
梼
原
町
で
循
環
型

農
業
を
営
み
、
農
と
生
き
も
の

研
究
所
を
主
宰
す
る
谷
川
徹
さ

ん
と
、
生
き
も
の
調
査
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
の
原
覚
俊
さ
ん
で
す
。

子
ど
も
ら
に
と
っ
て
大
切
な
の

は
、
希
少
生
物
の
多
寡
や
、
名

前
の
同
定
よ
り
も
、
田
ん
ぼ
の

生
態
系
を
五
感
で
感
じ
、
小
さ

な
命
の
躍
動
を
手
に
取
っ
て
体

感
す
る
こ
と
に
あ
る
よ
う
で
す
。

そ
う
し
た
経
験
は
忘
れ
ら
れ
な

い
記
憶
と
な
り
、
農
業
へ
の
理
解

や
、
食
の
リ
テ
ラ
シ
ー
を
育
み
ま

す
。

　
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
ア

ン
ケ
ー
ト
の
一
部
を
抜
粋
し
ま

す
。

い
男
の
子
が「
ガ
ム
シ
の
仲
間

〜
！
」
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
に
ぎ
わ
う
田
ん
ぼ
を
見
て
農

家
の
内
藤
さ
ん
は
、「
田
ん
ぼ
っ

て
憩
い
の
場
な
ん
だ
よ
ね
。
農

家
も
昔
は
た
く
さ
ん
い
て
ね
、３

時
だ
か
ら
お
茶
飲
も
う
よ
っ
て

声
を
か
け
あ
っ
て
た
ん
だ
よ
」
と

話
し
ま
す
。
生
き
も
の
の
た
め

に
も
で
き
る
だ
け
自
然
な
も
の

を
使
い
た
い
と
、
近
隣
の
畜
産
農

家
の
堆
肥
で
土
づ
く
り
を
し
て

　
筆
者
も
ズ
ボ
ン
を
ま
く
り
上

げ
て
田
ん
ぼ
の
中
へ
。
夏
の
田
ん

ぼ
の
ぬ
か
る
み
は
普
段
の
生
活
で

は
味
わ
え
な
い
さ
わ
や
か
な
心

地
よ
さ
が
あ
り
ま
す
。
水
面
を

見
る
と
、
す
ば
や
く
動
く
2
、

3
㍉
の
小
さ
な
黒
い
虫
が
泳
い

で
い
ま
す
。「
い
た
い
た
！ 

速
い

速
い
」
と
声
を
上
げ
る
と
、
詳
し

　「
生
き
も
の
が
い
ろ
い
ろ
い
て

楽
し
か
っ
た
」「
は
じ
め
て
田
ん
ぼ

に
は
い
っ
て
き
も
ち
よ
か
っ
た
」

「
大
き
い
お
た
ま
じ
ゃ
く
し
と
卵

を
見
つ
け
た
」「
土
が
ぬ
め
っ
て
い

て
お
も
し
ろ
か
っ
た
」「
ス
ン
ゴ
イ

た
の
し
か
っ
た
」。
読
ん
で
い
る

だ
け
で
、
こ
ち
ら
ま
で
う
れ
し
く

な
り
ま
す
。
ま
た
、
大
人
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、「
農
家
の
方
の
思

い
を
直
接
聞
け
て
よ
か
っ
た
。
田

ん
ぼ
に
目
を
向
け
た
こ
と
で
、
子

ど
も
は
他
の
食
べ
物
が
ど
う
作

ら
れ
て
い
る
か
、
興
味
を
持
っ
た

よ
う
で
す
」「
日
本
の
農
業
の
た

め
に
こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
は
貴

重
」「
生
き
も
の
が
米
を
つ
く
る

と
い
う
考
え
に
ハ
ッ
と
し
ま
し

た
。
子
ど
も
た
ち
が
食
べ
物
を

食
べ
る
時
に
思
い
出
し
て
く
れ
る

と
良
い
と
思
い
ま
す
」

　
生
き
も
の
や
人
で
に
ぎ
わ
う

田
ん
ぼ
は
、
農
家
は
も
ち
ろ
ん
、

農
業
界
全
員
の
喜
び
で
も
あ
り

ま
す
。
今
日
の
経
験
を
し
た
子

ど
も
た
ち
が
大
人
に
な
る
１０
年

後
に
は
、
田
ん
ぼ
は
み
ん
な
が
集

ま
る
憩
い
の
場
だ
と
定
義
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
祈
ら
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。
百
聞
は
一
見
に
如
か

ず
。
次
回
は
１０
月
に
開
催
す
る

予
定
だ
そ
う
で
す
。

26
種
類
の
生
き
も
の
発
見

食
の
リ
テ
ラ
シ
ー
育
む

生
き
も
の
が
米
を
つ
く
る

食
べ
る
時
に
思
い
出
し
て

　生
産
者
と
消
費
者
、子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に
な
っ
て
田
ん
ぼ
に
入
り
、生
き
も
の
を
調
べ
る「
田
ん

ぼ
の
生
き
も
の
調
査
」。「
食
」と「
農
」の
大
切
さ
や
、農
業
の
多
面
的
機
能
、生
物
多
様
性
、環
境
保

全
に
果
た
す
役
割
を
知
っ
て
も
ら
い
、水
田
の
生
態
系
か
ら
稲
の
成
長
や
農
家
の
仕
事
へ
の
理
解
を
深
め

て
も
ら
お
う
と
、全
農
が
2
0
0
8
年
か
ら
力
を
注
い
で
い
ま
す
。
7
月
に
開
催
さ
れ
た
様
子
を
農
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
小
谷
あ
ゆ
み
さ
ん
が
報
告
し
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 【
広
報
・
調
査
部
】

生産者の内藤さんと小谷さん

田んぼの生きもの調査を楽しむ親子

子
ど
も
も
大
人
も
一
緒
に

み
ん
な
で
に
ぎ
わ
う
憩
い
の
場

小谷あゆみさん

　石川テレビ放送のアナウンサーを経て現在
はフリー。野菜を作るアナウンサー「ベジアナ」
として家庭菜園歴は25年。農ジャーナリストと
して、都市農村交流や、生産と消費のフェア
な関係をテーマに全国で取材、講演、シンポジ
ウムでの司会やコーディネーターなどを行う。日
本農業新聞ほかでコラム連載中。農林水産
省・世界農業遺産等専門家会議委員のほか、
91農業アンバサダーを務める。

農ジャーナリスト･
フリーアナウンサー

やりだすと大人の方が真剣に！？

あ
ぜ

捕まえた生きものを確認する参加者と小谷さん

熱心に生きものを探す参加者ら

田んぼの生きもの調査について説明する講師の谷川さん
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Communication
JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週木曜日15：50～16：00（放送時間はFM局で異なります）
農業に携わる人たちの、農畜産物や生産現場・新技術への想い
を伝えます。

『ＪＡ全農トピックス』の公式
Xはこちらから

　新潟県では信濃川や中之口川流域で果樹栽培が
盛んで、旬を迎えたおいしいフルーツが続 と々登場し
ます。キャンペーンの対象フルーツは、新潟県産のもも・
ぶどう・日本なしです。300円（税込）以上ご購入いた
だき、レシートと商品を撮影して応募すると、抽選で20
名に「にいがた和牛（もも）300㌘」をプレゼントします！ 
旬のおいしい新潟県産フルーツを楽しみながら、ぜひ
ご応募ください。応募期間は9月27日までです。

　にいがた園芸農産物宣伝会では、新潟県産青果
物の安定販売と消費拡大に取り組んでいます。今回
は、「新潟県産フルーツで夏を元気に乗り切ろう！」レ
シート応募キャンペーンを企画しました！

【新潟県本部・園芸部】

　全農と玉川髙島屋S.C.（東神開発㈱）は、大分県
産かぼすを使用した期間限定のオリジナルメニューを提供する
「大分かぼすメニューフェア」を、8月26日～9月8日まで、レストラ
ン・食料品参加各店で開催します。 【大分県本部・営業開発部】

　本フェアでは、爽やかな香りとまろやかな酸味が特長の大分県
産かぼすを使用した22種類の限定メニューを玉川髙島屋S.C.館
内のレストラン・惣菜店舗18店舗で提供するほか、生鮮売場で
大分県産かぼすの生果販売を行います。
　料理やドリンクに添えるだけで味わいを引き立てるかぼすの魅
力を、玉川髙島屋S.C.にお越しの皆さまや地域の皆さまに気軽
に楽しんでいただける内容となっています。本フェアは「ニッポン
エール」の取り組みの一環として開催され、メニューフェアという
新たな形での産地の応援につなげます。
　全農は、国産農畜産物の消費拡大や生産振興に向けて、今
後も「ニッポンエール」の取り組みを全国の産地・品目に拡大し
ていきます。

「サンシャインレッド」は、「サニードルチェ」と「シャインマス
カット」を掛け合わせて誕生した山梨県オリジナルの
ブドウです。
鮮やかな赤色の美しい見た目と、大粒で食べ応
えのある果実が特徴。濃厚でまろやかな甘さに
加え、「シャインマスカット」譲りの華やかな香り
が楽しめます。酸味が少なく、皮ごとそのまま
食べられるため、お子さまから大人まで幅広い
世代におすすめです。
15年の歳月をかけて開発された、甘さ・香り・食感・

見た目のバランスに優れた注目の新品種です。

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
shop@ja-town1.comお問い合わせは

ご注文は
こちらから

ショップ紹介

JA全農の産地直送
通販サイト

6,500円
（税込み）

フルーツ王国
やまなし サンシャインレッド 約1kg 2房入り 

9月上旬から中旬お届け

オリジナルメニュー

通じ魅力紹介

9月27日まで
キャンペーン！

ニッポンエールで
大分県産かぼすPR

フェアを通じ
大分かぼすをPR

県産フルーツ消費拡大に向けたキャンペーン

新潟県産フルーツを食べて
にいがた和牛プレゼント
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